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【平成２１年度・後期学期・ミクロ経済学II・演習２】
· 提出締め切り：平成21年12月1日（中間テスト後）
【問】ある市場は独占企業によって供給されており、次の式により市場の逆需要関数と独占企業の総費用関数が与えられている。

市場の逆需要関数：P=36－0.5Q

独占企業の総費用関数：TC=0.25Q２+２Q+5
ただしPは市場価格、Qは市場での数量を表す。この市場について、次の設問に答えなさい。また、必要に応じて関連するグラフを描くこと。
(1) この企業の利潤関数を示しなさい。
(2) この市場における総収入関数をしめし、限界収入関数を導き出しなさい。
(3) この企業の限界費用関数を導き出しなさい。
(4) （１）で求めた利潤関数をQについて微分し、利潤最大化の条件をもとめなさい。この条件は、（２）、（３）で求めた関数とどのように関連しているか説明しなさい。
(5) （４）から独占市場での取引数量と独占価格を求めなさい。
(6) 　(5)で求めた、独占の均衡における消費者余剰、生産者余剰を求めなさい。
(7) 　この市場が競争市場で生産された場合の市場価格と市場での取引数量を求めなさい。
(8) 　この市場が独占企業によって供給された場合の死荷重を求めなさい。
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